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１．はじめに

　構造物に例えると、アナリストの活動はエンゲ

ージメントを支える重要な基礎工事部分であると

考える。こうした認識の下、「企業と証券アナリ

ストの対話の実例シリーズ」において、筆者はア

ナリストの基本活動について紹介したい。

　本稿で述べる機関投資家としての視点は、筆者

の現職を含めこれまで勤務または提携先として関

わってきた米英の運用会社５社での経験を念頭に

置いている。したがって、それ以外にも様々な考

え方や視点があると思うが、それら全てを網羅し

ているわけではないことを断っておく。

２．アナリスト活動の目的

⑴　セルサイドアナリストとバイサイドアナリスト
　証券アナリストには主に、証券会社に勤務し、

　バイサイドアナリストに期待されている重要な役割は三つある。一つは、投資（候補）先企業の投資価値を算
定すること。二つ目は、算定した適正と思われる投資価値と想定するリスク、可能性のある別シナリオなどを考
慮し投資見解を決めること。三つ目は、投資実行後の重要ファクターのモニターである。情報収集、財務分析、
経営者との面談、全てその目的のために行っている。企業経営者と機関投資家のエンゲージメントは、この基本
活動を基礎として行われる。まず、その道のプロとしてやるべきことをやった上でなければ、エンゲージメント
の効果がないどころか、双方とも時間の無駄に終わる。

バイサイドアナリストへの期待
―日本版スチュワードシップ・コード原則７の意味―
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